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韓国の高等学校での第2外国語教育（その2）  
猪 股 正 贋  
Ⅰ．初めに  
韓国では1997年に，日本の文部省に当たる教育部によって第7次教育課程が  
公示され，初等学校第1，2学年は2000年3月1日から施行されたが，今後も  
4年後までに毎年，初等学校第3，4学年と中学校第1学年は2001年から，初  
等学校第5，′ 6学年と中学校第2学年と高等学校第1学年は2002年から，中学  
校第3学年と高等学校第2学年は2003年から，高等学校第3学年は2004年か  
ら，それが順次施行されることになっている。   
この第7次教育課程では，初等学校第3学年からの英語教育開始が定められ  
た他，中学校の「教科裁量活動」の選択科目に，現行の漢文，コンピュータ，  
環境の科目に加えて新キに「生活外国語」が入り，個々の中学校の運用次第で  
は英語以外にドイツ語，フランス語，スペイン語，中国語，日本語，ロシア  
語，アラブ語を教育することも可能となる。高等学校の外国語科目に関して  
は，履修単位数などの大きな変更はみられないが，従来からあった英語，ドイ  
ツ語，フランス語，スペイン語，中国語，日本語，ロシア語の他に，新たな選  
択外国語科目としてアラブ語が加わる。また，当然ながら各外国語の教育指導  
183   
30  文化論集第18号  
内容も新たに書き換えられている。   
日本の文部省が1989年に告示し，現在施行している第5次改訂中学校学習指  
導要領や第6次改訂高等学校学習指導要領の外国語項目には，中学校の英語科  
目を除くと基本語彙例の別表は掲載されず，ドイツ語，フランス語については  
言語材料として語数だけが指示されており，中学校ではそれぞれ1000語程度ま  
での語，高等学校ではそれに加えて1400から1900譜までの新語とされている。  
2002年から施行される次期学習指導要領には，ドイツ語，フランス語について  
の記載がなくなり，その他の外国語は英語に準じて行うと書かれているだけで  
ある。また，日本の現行及び次期学習指導要領には，外国語科目の項目に基本  
例文の記載がないが，韓国の現行及び次期教育課程の各外国語科目には，基本  
語彙と基本例文のいずれの別表も示されている。両国における外国語教育の比  
重の違い，あるいは実用志向の濃淡などが窺われて興味深い。解説項目の立て  
方や言語表現などは，両者とも全体として非常に似ているのだが，むしろ微妙  
に相違する細部の比較が面白いのである。   
論者は前稿において，韓国の高等学校における外国語教育の歴史を，現在施  
行中の第6次教育課程までたどったので，今回はこの第7次教育課程の高等学  
校選択科目ドイツ語に関する部分と，その基礎となるはずの中学校生活外国語  
〈ドイツ語〉に関する部分を翻訳紹介し，次いで，韓国の統計資料一高等学  
校における英語以外の外国語履修者数と韓国からの乃至韓国への国別出入国者  
数－をながめて，その推移について考察してみたい。  
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Ⅱ．教育部告示1997－15号 高等学校教育課程 外国語（翻訳）  
ドイツ語，フランス語，スペイン語，中国語，日本語，  
ロシア語，アラブ語  
1．性格  
高等学校に設置される外国語科（Ⅱ）には，「ドイツ語」，「フランス語」，「ス  
ペイン語」，「中国語．」，「日本語」，「ロシア語」，「アラブ語」がある。  
高等学校の外国語科目では，日常生活で使われる外国語を身につけ，当該外国  
語によって基礎的な意思疎通を行いながら，目標言語圏の文化を理解し得る基  
本的土台を準備する。   
高等学校の外国語科目では，流暢さや正確さに達するように，経験と活動を  
大きく広げなければならない。このために言語習得過程を重視する教授・学習  
方法を採用し，学習者中心の意思疎通をめぐる授業活動ができるようにする。  
また，学習者の興味と関心および適性と要求に合った選択，基礎からの学習，  
レベルによる「I」と「Ⅱ」との区分，必要性と進路に応じた選択を前提とし  
て，学習できるようにする。学生は外国語教科日の学習を通して日常的な外国  
語を理解し，使う能力を伸ばすのであり，そのことによって外国の文化を理解  
し，相互の長所短所を補い，正しい人類発展の一翼を担うべきときに必要とな  
る言語的基礎を準備するのである。  
2．目標  
日常生活に関する簡単な言葉と文を使用しながら，意思疎通できる基礎的な  
能力を育てる。併せて，目標言語圏の文化に対する関心と理解を持つ。   
ア．外国語で日常生活について聞き，話し，読み，書くことができる。  
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イ．外国語を通して多様な情報を受け取り，これを活用することができる。  
ウ．外国の文化を正しく理解し，われわれの文化を新たに認識する。   
3Ⅰ内容体系  
領  域  内  容  
意思疎通活動を聞くこと，話すこと，読むこと，書くことの領域  
に分けた，体系的な活動中心の学習内容  
聞くこと，話すこと，読むこと，書くことの活動をバランスよく  
展開できるように各領域別内容提示  
意思疎通活動  
発音：各言語別標準発音学習  
文章：一部言語（ドイツ語，中国語，日本語）の文章学習に関す  
る事項  
語彙：－〔別表Ⅱ，Ⅲ〕の基本語桑表中心  
一各言語別便用語彙数  
ドイツ語Ⅰ：500語前後，ドイツ語Ⅱ：800語前後  
フランス語Ⅰ：400語前後，フランス語Ⅱ：800語前後  
スペイン語Ⅰ：500語前後，スペイン語Ⅱ：800語前後  
中国語Ⅰ：400語前後，中国語Ⅱ：800語前後  
日本語Ⅰ：500語前後，日本語Ⅱ：900語前後  
ロシア語Ⅰ：400語前後，ロシア語Ⅱ：800語前後  
アラブ語Ⅰ：400語前後，アラブ語Ⅱ：800語前後  
文体：文体関連学習内容（日本語）  
文法：一〔別表〕の意思疎通機能例文参照  
一高等学校水準で扱うべきでない文法項目の遵守  
意思疎通機能（例文）  
－各言語別意思疎通機能範疇に区分し，高等学校水準にふさわし   
い例文を学習  
一文化：日常生活文化に関連することを第一とし，意思疎通能力   
の習得に役立つ内容  
言 語 材 料  
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10⊥7．ドイツ語I   
l】性格  
国家間の交流が，いつの時代にもまして頻繁になっている。これに伴い，次  
第に俄烈になっている国際競争時代を迎えて，物質資源の不足したわが国で  
は，この事態に積極的に対処するための方案を多角的に模索する必要がある。  
このような模索の一環として，国際社会の重要な外国語であるドイツ語の学習  
とこれに精通した人的資源の育成が，切実に求められている。ドイツ語は人  
文，社会，自然科学あるいは芸術の各分野において，目ざましい業績を成し遂  
げた言語であり，従って，ドイツ語はまさに世界の中の韓国人として活動しよ  
うと望む学生にとって，至極必要な言語である。   
「ドイツ語I」科目は，初めてドイツ語を学ぶ学生を対象とし，基礎的な聞  
き，話し，読み，書く機能を教え，意思疎通能力を育成する科目である。   
「ドイツ語I」は，ドイツ語を使用する国々の生活において，頻繁に接する  
日常的文化を理解し，意思疎通能力の土台を準備する科目である。   
「ドイツ語I」は，上述の土台が準備された基礎的意思疎通能力によって，  
学生個々人がドイツ語圏の思考方式や行動類型を理解するのに役立つ科目であ   
る。   
故に「ドイツ語I」を，わが国と国際社会に影響力があるドイツ語圏諸国と  
の相互理解の増進に一翼を担うべき高等学校学生に，一般選択科目として奨励  
する。  
2．目標  
平易なドイツ語を理解し，表現できる基礎的意思疎通能力を育て，ドイツ語  
圏の日常生活に対する関心と理解を持つ。  
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ア．簡単な話しを聞き，理解する。   
イ．簡単な言葉で表現をする。   
ウ．平易で簡単な文を理解する。   
エ．平易で簡単な文を書く。   
オ．ドイツ語で意思疎通しようとする積極的態度を持つ。   
カ．ドイツ語圏の日常生活に対する関心と理解を身につけようとする積極的  
態度を持つ。  
3．内容  
ア．意思疎通活動   
一間くこと－  
（1）音の差異を区別する。  
（2）単語や簡単な話しを聞いて理解する。  
（3）簡単な質問や応答を理解する。  
（4）簡単な対話の内容を理解する。  
（5）短い内容で構成された対話の意味を把握する。  
ー話すこと－  
（1）単語を聞き，反復して話す。  
（2）簡単な話しを聞き，反復して話す。  
（3）自分に関係した簡単な内容を話す。  
（4）日常生活を中心として，簡単な質問や応答をする。  
（5）簡単な対話で構成された文の具体的な質問に答える。  
一読むこと－  
（1）単語や文章を正確に読む。  
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（2）簡単な文章を読み，意味を把握する。  
（3）簡単な文章を読みながら，理解する。  
（4）簡単な物語を読み，意味を理解する。  
（5）短い物語を読み，具体的情報を推測する。  
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一書くこと－  
（1）簡単な文を読み，書き写す。  
（2）簡単な文を正書法に合わせて書く。  
（3）学習した文章を指示に従って書き改める。  
（4）実物や絵を見て，簡単に描写する。  
（5）簡単な文を読み，具体的な質問に対する答を書く。   
イ．言語材料  
（1）発奮  
現代ドイツ語の標準発音を行う。  
（2）文字   
現代ドイツ語の標準正書法を行う。  
（3）語嚢   
〔別表Ⅱ〕に提示された語彙を中心として500語前後を使用する。  
（4）文法‘   
文法に関する内容は〔別表Ⅰ〕にある例文の該当項目を参考にする。た   
だし，次の文法項目は扱わないようにする。   
（ア）使用頻度が低い不規則名詞と外来名詞の変化   
（イ）二重4格目的語をとる動詞   
（ウ）複合時称中の未来完了   
（⇒ 2格目的語をとる再帰動詞  
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（オ）受動態中の未来受動，未来完了受動，過去完了受動  
（カ）現在分詞や未来分詞による分詞的表現   
件）準関係代名詞  
（ク）接続法1式  
（h 接続法2式ではsein，haben，Werdenと話法の助動詞以外の動詞の  
変化形態  
（コ）副文の短縮  
（5）意思疎通機能例文   
意思疎通機能による意思伝達能力を活性化するために，〔別表Ⅰ〕「意思  
疎通機能と例文」の主題／場面に示した意思疎通機能例文を積極的に活用  
する。  
（6）文化  
（ア）日常生活に関する素材を下記の領域から主として選択し，「意思疎  
通機能例文」に示した主題／場面を積極的に導入する。   
（∋ 交友関係等個人生活に関すること   
（動 学校生活に関すること   
③ 趣味，娯楽，運動，旅行等に関すること   
（彰 ドイツ語圏の日常生活を理解するのに役立つこと   
⑤ 韓国文化とドイツ語圏文化との相違点を見ることができる内容  
（イ）内容の構成については，次の事項に留意しかナればならない。   
① 〔別表Ⅰ〕「意思疎通機能と例文」の表現方式を含む主題／場面を  
参考にして，これらの表現方式が適切な脈絡の中で用いられるよう  
にする。こうして意思疎通機能の遂行にふさわしい表現方式が自然  
に習得できるようにする。   
② 内容は実用的なものとし，最近の内容や材料を基準として構成す  
る。  
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（動 学生の興味，必要，知的水準等を顧慮し学習意欲を引き出せるよ  
うにする。 
4．教授・学習方法   
ア．聞くこと，話すこと，読むこと，書くことの4機能を有機的に関連させ   
ながら，意思疎通活動の内容を扱うように授業を計画する。  
イ．学習者の必要と能力に合った開発教育あるいはグループ学習の機会を提   
供し，学習者中心の学習活動ができるようにする。  
ウ．意思疎通中心の練習と反復により，学習した内容を十分に使えるように   
する。  
エ．自発的学習を実現し，自由な雰囲気で発表できるようにする。  
オ．聞くことの指導は，反復練習によって文章の意味が十分理解できるよう   
にする。  
カ．話すことの指導は，場面に応じて積極的に行動しながら表現できるよう   
にする。  
キ．読むことの指導は，読んですぐ理解する習慣を育むように，文章構造等   
に関する文法的説明よりはむしろ，読みながら文章や文全体の意味を把握   
し，必要刺青報を得るという点に中心を置く。  
ク．文全体の意味を把超し必要な情報を得ようとする場合，単純化，分割，   
並べ替え等，意思疎通を中心とする練習パターンを活用することもでき   
る。  
ケ．書くことの指導は，前半では指示作文を主とし，後半では簡単な自由作   
文を追加して表現力を育てるようにすろ。  
コ．目標と内容によっては，ドイツ語で授業が進行できるようにする。  
サ．学習者の意思疎通意欲を高めるように，間違いをすぐに直すのは避け  
る。  
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シ．教師と学生，学生と学生間の活動を適切な主題，場面別に展開し，必要  
な意思疎通機能を理解し，これを適用できるようにする。   
ス．句，節，文等の構造に関する文法的説明は制限し，場面練習と意思疎通  
練習を多くする。   
セ．学習効果を高め，開発教育と自律学習が可能となるように，練習帳，録  
音テープ等の各種補助教材と最新の視聴覚あるいはマルチメディア学習教  
材を積極的に活用する。   
ソ．開発教育，グループ活動，ゲーム，遊戯を通して自然な言語を駆使でき  
るように手助けする。   
夕．現実感があり，信憑性がある材料を使って目標言語圏に対する正確な理  
解が得られるように手助けする。   
チ．韓国とドイツ語圏の文化的相違点が明らかになる内容を学習することに  
よって各文化の固有性に対する理解と，それを通して相互の正しい理解が  
はかれるようにする。  
5．評価   
ア．評価指針  
（1）意思疎通活動と言語材料のところに既述した内容を中心として，総合的  
に評価する。  
（2）意思疎通括動の4領域を等しく評価しなければならない。  
（3）部分評価よりも，稔合評価を活性化する。  
（4）枝葉的，例外的なことは避け，基本的な重要項目を評価する。  
（5）単純な暗記中心の評価をせず，意思疎通機能の理解と活用能力を中心と  
して評価する。  
イ．評価内容   
一聞くこと－  
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（1）音の差異を区別する能力  
（2）単語や簡単な話しを聞いて行動する能力  
（3）簡単な質問や応答を理解する能力  
（4）簡単な対話の内容を理解する能力  
（5）短い内容で構成された対話の意味を把握する能力  
39  
一話すこと－  
（1）単語を聞き，反復して話す能力  
（2）簡単な話しを聞き，反復して話す能力  
（3）自分について簡単な内容を話す能力  
（4）日常生活を中心とする簡単な質問に答える能力  
（5）簡単な内容で構成された文の具体的な質問に答える能力  
一読むこと－  
（1）単語や文章を正確に読む能力  
（2）簡単な文章を読んで意味を把撞する能力  
（3）簡単な文章を読みながら理解する能力  
（4）簡単な物語を読み，意味を理解する能力  
（5）短い物語を読み，具体的情報を推測する能力  
一書くこと－  
（1）簡単な文を読み，書き写す能力  
（2）簡単な文を正書法に合わせて書く能力  
（3）学習した文章を指示に従って書き改める能力  
（4）実物や絵を見て簡単な描写をする能力  
（5）簡単な文を読み，具体的な質問の答えを書く能力   
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ウ．評価方法  
（1）評価目標によって個別評価と総合評価を適切に実施しながら，給合評価  
の比重を高めていく。  
（2）意思疎通活動を効果的に評価し得る方法をとるようにする。  
（3）断片的で枝葉的な文法知識中心の評価は避け，言語能力を総合的に評価  
し得る方法をとる。  
（4）学習活動に村する意欲と関心等を見て評価する。  
（5）評価与件が可能なら，聞くこと・話すことの評価に討論や面談等の方法  
を活用する。  
10－8．ドイツ語Ⅱ   
1．性格  
国家間の交流が，いつの時代にもまして頻繁になっている。これに伴い，次  
第に俄烈になっている国際競争時代を迎えて，物質資源の不足したわが国で  
は，この事態に積極的に対処するための方案を多角的に模索する必要がある。  
このような模索の一環として，国際社会の重要な外国語であるドイツ語の学習  
とこれに精通した人的資源の育成が，切実に求められている。ドイツ語は人  
文，社会，自然科学あるいは芸術の各分野において，日ざましい業績を成し遂  
げた言語であり，従って， ドイツ語はまさに世界の中の韓国人として活動しよ  
うと望む学生にとって，至極必要な言語である。   
「ドイツ語Ⅱ」科目は，基礎的な聞き，話し，読み，書く機能を学習し，さ  
らに進んだ意思疎通能力を育成する科目である。   
「ドイツ語Ⅱ」科目は，ドイツ語を使用する国々の生活の周辺において，頻  
繁に接する日常的文化を理解し，さらに正確な意思疎通能力の土台を準備する  
科目である。   
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「ドイツ語Ⅱ」は，上述の土台が準備された基礎的意思疎通能力によって，  
学生個々人がドイツ語圏の思考方式や行動類型を理解するのに役立つ科目であ   
る。   
「ドイツ語Ⅱ」は，われわれの固有文化を，初歩的な水準であれ，知らしめ  
る時に必要な基礎的意思疎通能力を育成する科目である。   
故に「ドイツ語Ⅱ」を，わが国と国際社会に影響力があるドイツ語圏諸国と  
の相互理解の増進に一翼を担うべき高等学校学生に，一般選択科目として奨励  
する。  
2．目標  
比較的平易なドイツ語を理解し，表現できる基礎的意思疎通能力を育て，ド  
イツ語圏の日常生活と文化に対する関心と理解を持つ。   
ア．日常生活に関する簡単な話しを聞き，理解する。   
イ．日常的な内容を簡単な言葉で表現する。   
ウ．日常生活に関する平易で簡単な文を理解する。   
エ．日常的な内容を平易で簡単な文で表現する。   
オ．ドイツ語で意思疎通しようとする積極的態度を持つ。   
カ．ドイツ語圏の日常生活と文化に対する関心と理解を身につけようとする  
積極的態度を持つ。  
3．内容   
ア．意思疎通活動   
一間くこと－   
（1）平易な話しを聞いて理解する。  
（2）平易な質問や応答を理解する。  
（3）平易な対話の内容に適切に反応する。  
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（4）日常的な対話の展開過程を理解する。  
（5）平易な内容の文を聞いて大意を把握する。  
一話すこと－  
（1）口頭で文章を練習する。  
（2）実物や絵を見て簡単な描写をする。  
（3）学習した内容をめぐって簡単な対話をする。  
（4）日常生活で頻繁に起きる活動について話す。  
（5）日常的な話題について簡単に表現する。  
一読むこと一  
（1）平易な文章を読み，意味を把撞する。  
（2）平易な文章を読みながら，理解する。  
（3）平易な物語を読み，大意を把握する。  
（4）平易な物語を読み，要約して，結びの文を考える。  
増くこと－  
（1）簡単な物語を聞いて，書く。  
（2）学習した文章を指示に従って書き改める。  
（3）実物や絵を見て，描写する。  
（4）簡単な文を読み，具体的な質問に対する答を書く。  
（5）日常生活で頻繁に起きる活動について書く。  
イ．言語材料  
（1）発奮   
現代ドイツ語の標準発音を行う。   
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（2）文字   
現代ドイツ語の標準正書法を行う。  
（3）語彙   
〔別表Ⅱ〕に提示された語彙を中心として，「ドイツ語I」科目で履修し  
た語彙を含む800語前後を使用する。  
（4）文法   
「ドイツ語I」科目を参考にする。  
（5）意思疎通機能例文  
（ア）意思疎通機能による意思伝達能力を活性化するために，〔別表Ⅰ〕「意  
思疎通機能と例文」の主題／場面に示した意思疎通機能例文を積極的に  
活用する。  
（イ）「ドイツ語I」科目で扱わなかった意思疎通例文を中心に扱い，「ド  
イツ語I」科目で使用した例文を再び使用することもできる。  
（ウ）〔別表Ⅰ〕の例文に提示されていないものも追加して使用することが  
できる   
（6）文化  
（ア）日常生活に関する素材を下記の領域から主として選択し，「意思疎通   
機能例文」に示した主題／場面を積極的に導入する。   
① 交友関係等個人生活に関すること   
（D 社会生活に関すること   
③ 趣味，娯楽，運動，旅行等に関すること   
④ 環境問題を理解するのに役立つこと   
⑤ 職業，交通等に関すること   
⑥ 韓国文化とドイツ語圏文化との相違点を見ることができる内容  
（イ）内容の構成については，次の事項に留意しかナればならない。   
① 「ドイツ語I」科目で学んだことを応用し，深化できるようにす  
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る。  
② 〔別表Ⅰ〕「意思疎通機能と例文」の表現方式を含む主題／場面を参   
考にして，これらの表現方式が適切な脈絡の中で用いられるようにす   
る。こうして意思疎通機能の遂行にふさわしい表現方式が自然に習得   
できるようにする。ただし，「ドイツ語Ⅱ」科目では，「ドイツ語I」   
科目で既に提示した主題／場面，表現方式を反復練習しながら，これ   
と共に〔別表Ⅰ〕の残りの主題／場面，表現方式も等しく練習できる   
ようにする。  
（∋ 意思疎通機能例文に掟示した表現方式が適切な脈絡の中で用いられ   
るようにする。  
④ 意思疎通機能例文に提示しなかった主題／場面，表現方式も活用で   
きる。  
⑤ 内容は実用的なものとし，最近の内容や材料を基準として構成す   
る。  
⑥ 学生の興味，必要，知的水準等を顧慮し学習意欲を引き出せるよう   
にする。  
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4．教授・学習方法   
ア．聞くこと，話すこと，読むこと，書くことの4機能を有機的に関連させ   
ながら，意思疎通活動の内容を扱うように授業を計画する。  
イ．学習者の必要と能力に合った開発教育あるいはグループ学習の機会を提   
供し，学習者中心の学習活動ができるようにする。  
ウ．意思疎通中心の練習と反復により，学習した内容を十分に使えるように   
する。  
エ．自発的学習を実現し，自由な雰囲気で発表できるようにする。  
オ．聞くことの指導は，単語や文章の意味理解のみならず，反復練習によっ   
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て文全体の意味を把握し，必要な情報を得られるようにする。  
カ．話すことの指導は，場面に応じて積極的に行動しながら表現できるよう   
にする。  
キ．読むことの指導は，読んですぐ理解する習慣を育むように，文章構造等   
に関する文法的説明よりはむしろ，読みながら文章や文全体の意味を把撞   
し，必要な情報を得るという点に中心を置く。  
ク．書くことの指導は，前半では指示作文を主とし，後半では簡単な自由作   
文を追加して表現力を育てるようにする。  
ケ．目標と内容によっては，ドイツ語で授業を進行できるようにする。  
コ．学習者の意思疎通意欲を高めるように，間違いをすぐに直すのは避け  
る。  
サ．学習目標と内容によっては，学習者中心の教授方法がとられるようにす   
る。  
シ．必要な場合には，教師と学生，学生と学生間の活動を適切な主題，場面   
別に展開し，意思疎通機能を理解し，これを適用できるようにする。  
ス．句，節，文等の構造に関する文法的説明は制限し，場面練習と意思疎通   
練習を多くする。  
セ．学習効果を高め，開発教育と自律学習が可能となるように，練習帳，録   
音テープ等の各種補助教材と最新の視聴覚あるいはマルチメディア学習教   
材を積極的に活用する。  
ソ．開発教育，グループ活動，ゲーム，遊戯を通して自然な言語を駆使でき   
るように手助けする。  
夕．現実感があり，信憑性がある材料を使って目標言語圏に対する正確な理   
解が得られるように手助けする。  
チ．韓国とドイツ語圏の文化的相違点が明らかになる内容を学習することに   
よって各文化の固有性に対する理解と，それを通して双方間の正しい理解  
199   
文化論集第18号  46  
がはかれるようにする。  
5．評価   
ア．評価指針   
「ドイツ語I」科目に準じる。  
イ．評価内容   
一間くこと－  
（1）平易な話しを聞いて理解する能力  
（2）平易な質問や応答を理解する能力  
（3）平易な対話の内容に適切に反応する能力  
（4）日常的な対話の展開過程を理解する能力  
（5）平易な内容の文を聞いて大意を把握する能力  
ー話すこと－  
（1）口頭の文章を構成する能力  
（2）実物や絵を見て簡単な描写をする能力  
（3）学習した内容を中心にして簡単な対話をする能力  
（4）日常生活で頻繁に起きる活動について話す能力  
（5）日常的な話題について簡単に表現する能力  
一読むこと－  
（1）平易な物語を読み，その意味を把握する能力  
（2）平易な物語を読みながら，理解する能力  
（3）平易な物語を読み，大意を把握する能力  
（4）平易な物語を読み，要約し，結びの文を考える能力  
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一書くこと－  
（1）簡単な物語を聞いて，書く。  
（2）学習した文章を指示に従って書き改める。  
（3）実物や絵を見て，描写する。  
（4）簡単な文を読み，具体的な質問に対する答を書く。  
（5）日常生活で頻繁に起きる活動について書く。  
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ウ．評価方法   
「ドイツ語I」科月に準じる。  
〔別表l〕   
意思疎通機能例文  
○次は高等学校教育課程で履修することを勧奨される意思疎通機能例文であ   
る。勿論ここに提示しなかった主題，場面，例文も学習することができる。  
○ここに提示された意思疎通機能例文は，高等学校ドイツ語課程に必要な文章   
の構造，文章の種類，その他文法に関する事項を参照できるようにしたもの   
である。  
場面／主題  意思疎通目的  表現方式  
1．対話の初めと  
終わり  
ア．挨拶  GutenTag！   
AufWiedersehen！／Tsch伍s！   
WiegehtesIhnen？  イ．安否  
2．人的項目  
ア．名前  Wie heiLさenSie？  
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WieistIhr Name？   
Wie altistIhr Vater？   
WannsindSiegeboren？   
Wo wohnenSie？   
WieistIhreTelefonnummer？   
Eristledig／verheiratet．   
Woherkommen Sie？   
Ich komme aus…   
Was sindSievonBeruf？   
Was machter？   
SprechenSieDeutsch？   
K6nnen Sie Deutsch？  
イ．年齢  
り．生年月日   
エ．連絡場所  
オ．家族関係  
カ．国籍，出身  
キ．職業  
ク．外国語能力  
3．感情表現  
ア．感謝  Vielen Dank！／Dankesch6n！   
Bitte sch6n！／Nithtzu danken！   
DasistnettvonIhnen．   
Entschuldigtlng！   
EntschuldigenSie！   
Schade！   
Es tut mirleid．   
Ich bin froh／畠rgerlich／glticklich／   
traurlg．．．   
Ichfreuemich，da鳥er kommt．   
IchhabemichdarBberge宜rgert．   
イ．謝罪  
ウ．遺憾  
エ．喜怒哀楽  
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4．意思表現   
ア．立場  Ja／Nein／Doch．   
Dasstimmt．／Dasistrichtig．   
Da hast du recht．   
Du hastrecht．   
Ich bin daftir．   
Ich bin damiteinverstanden．   
IchbinandererMeinung．   
Ich bin mit dem Zimmer zu－   
frieden／un2，ufrieden．   
Ich fr仕chte，da鳥 er morgen nicht   
kommt．   
IchmachemirSorgen，Weilernicht   
anruft．   
IchhabeAngstvorHunden．   
Ichhoffe，daLさerkommt．   
Hoffentlich kommter．   
IchwiirdegerneUrlaubmachen．   
Ich w（1rde das anders machen．   
Esist besser，Wenn Sie das nicht   
tun．   
Ich schlage vor，daLさihr um8Uhr   
kommt．   
Ich bin daraninteressiert．   
Dasinteressiertmich．   
Dasistmiregal．  
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イ．賛否  
ウ．満足度  
エ．憂慮  
オ．不安  
カ．希望  
キ．意見（助言）  
ク．提案  
ケ．関心  
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Ich habe keine Lust，FuJさba11zu  
Splelen．  
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5．描写，説明  
ア．外貌  Wie sieht er aus？   
EristgroLiundschlank．   
ErsiehtglltauS．   
Eristnett／freundlich／flei鳥ig”．   
DasZimmeristgro凸．   
Dasist ein altes Haus．   
DieWohnunghatdreiZimmer．  
イ．性格  
り．事物  
6．天気  
ア．天気  Wieistdas Wetter heute？   
Sch6n．／Esregnet／schneit．   
EsistheiL5／warm．   
Mirist kalt．  
イ．温度   
り．体感温度  
7．招待  
ア．映画  
イ．食事  
Darfich dichins Kino einladen？   
Kannich Sie zum Essen eiriladen？  
8．約束  
ア．可能性   
イ．時間   
り．場所  
HastdumorgenZeit？   
Wann treffen wir uns？   
Wo treffen wir uns？   
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エ．確約  Dasversprecheichdir．   
9．余暇活動  
ア．趣味  
イ．余暇活用  
り．関心事  
エ．活動頻度  
WasistIhrHobby？   
Was machen SieinIhrer Freizeit？   
Wo紬rinteressierenSiesich？   
Wieoftgehstduschwimmen？  
10．購入  
ア．値段   
イ．選択  
り．質問  
Was／Wievielkostetdas？   
Ich nehme das．   
fIaben Sie．．．？   
Ich suche．．．  
11．電話  
ア．電話位置   
イ．許可  
り．名乗り   
エ．対話者  
オ．受信者照会  
カ．通話終了  
Woist hier eine Telefonzelle？   
Darfich hier einmaltelefonieren？   
Hier（ist）Peter．   
KannichStefanSpreChen？   
WeristamApparat？   
AufWiedersehen！  
12．健康  
ア．体の状態  
イ．症状   
り．痛み  
Ichbinmiide／krank／gesund…   
Was fehltIhnen？   
Mein Bauch tutweh．  
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IchhabeKopfschmerzenBauschmer－   
Zen…   
Wie oft muL5ich diese Medikamente   
nehmen？   
Wosind Sie versichert？   
Waren Sie schon malbeiuns？  
エ．薬   
オ．保険  
カ．診察経験  
13．事故  
ア．発生  EinUnfallistpassiert．   
Ich habe mich verletzt．   
WieistderUnfallpassiert？   
Werist daran schuld？  
イ．経緯   
ウ．責任 
14．問い  
ア．身元  Weristdas？   
Das ist mein Onkel／Freund／BeT   
kannter…   
Wasist das？   
Wie heiL5tdas aufdeutsch？   
WoistderHauptbahnhof？   
Ich suche das Rathaus．   
Wie kommeich zur Post？   
GehenSiegeradeaus／1inks／rechts．  
Wiespatistes？  
Warumkommstdusosp畠t？   
Weilichzusp畠taufgestandenbin．   
イ．物  
り．言語表現  
エ．道  
オ．時間  
カ．理由  
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キ．目的   
ク．許可  
Wozu brauchstdu das Buch？   
Darfich reinkommcn？   
Kannichjetztgehen？   
IIierist Rauchen verboten．   
Sie dtirfen hier nicht rauchen，   
Was m6chten Sie trinken？   
ケ．禁止  
コ．提供  
15．宿泊  
ア．部屋  Haben Sie ein Zimmer（mit Bad）   
frei？   
7ch bleibe ftir eine Nacht．   
Wievielkostet einc Nacht？  
イ．宿泊期間  
り．宿泊料  
16．（職業）活動  
ア．職業   
イ．勤務地  
Was sind Sie von Beruf？   
Wo arbeiten Sie？   
Ich arbeite bei．．．  
17．日課，習慣  
ア．起床  
イ．就寝   
り．登校   
エ．帰宅  
オ．TV視聴  
Wann stehstdu auf？   
WanngehstduinsBett？   
WanngehstduzurSchulc？   
Wann kommst du nach Hause？   
Wielangesiehstdu fern？   
Was ftlr Programme siehst du   
geI■n？  
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Rえumstdudcin Zimmerselberauf？  カ．清掃  
18．交通  
ア．利用手段  Wie kommstdu zur Schule？   
Ieh fahre mit dem Bus．   
Wielangedauertdic Fahrt？   
Wann f畠hrt derletzte Bus ab？   
Wann kommen wirin Frankfurt   
an？   
Wann kommtder Zug？   
Wie oft fahrt ein Zug nach Han－   
nover？  
イ．所用時間   
り．出発時刻   
エ．到着時刻  
オ．列車時間   
カ．列車間隔  
19．学校生活  
WicvieleStunden（Unterricht）hast   
du proTag？   
In welchem Fach bist du am bes－   
ten？   
WelchcF畠chermagstdu？   
Welche Note hast duin Deutsch？   
Wie findestdu deinen Lehrer？  
ア．授業  
イ．科目  
ウ．成績   
エ．教師  
20．衣服  
ア．着用  
イ．似合う   
り．大きさ  
Ich ziehe mich an．   
Dieser Mantelstehtdirgut，   
Diese Hoseistzulang．   
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21．食べ物  
ア．時好  WasiL3tdugern？   
Magstdu koreanischesEssen？   
HastduschongcfrtlhsttlCkt？   
WanniLitduzu Mittag？   
KochsL du zu Hause selber？   
Wie schmeckt dir das Essen？   
イ．食事  
ウ．食事時間  
エ．料理   
オ．味  
22．食堂  
ア．注文  Ich nehme Ment］eins．   
Ich h畠ttegernein Schnitzel．   
HerrOber．wir m6chten zahlen．   
DieRechnungbitte．   
Kannich bitte die Rechnunghaben？   
40Mark．   
Stimmt so．  
イ．勘定  
ウ．チップ  
23．銀行，官公庁  
ア．換金   
イ．身分証  
Ich m6chte Geld wechseln．   
ZeigenSiemirbitteIhren Ausweis．   
Hierist mein PaL5．  
24．要求   
ア．要請  Iielfen Sie mir bitte？   
K6nnen Sie mir bitte helfen？   
Wtlrden Sie mir bitte helfen？  
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Rufen Sieihn an！  イ．命令  
25．情報伝達  
ア．情報出所  Ich habegeh6rt，daLlerkommt．   
Er hat mir gesagt／geschrieben，daLi   
er kommt．   
Er hatmich angerufen und gefragt，   
Ob du kommst．   
ErhataufmeineFrage nichtgeant－   
WOrtet．  
イ．事実報告  
26．提供  
ア．意向を問う  Sollich das Fenster6ffnen？   
Kannich Zhnen helfen？   
Nimm doch mehr！   
Nehmen Sie bitte Platz．  
イ．勧誘  
27．確実性  
ア．考え  
イ．確信  
Ichglaube．daLゝerkommt．   
Ich bin sicher，daLさerkommt．   
DasweiJiichgenau．   
Er kommt sieher．   
Er kommt wahrscheinlich．   
Vielleicht kommter．  
ウ．推測  
28．選好度  
ア．好感  Ich findeihn nett．   
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Ich magihn．   
Ich habeihngern．   
Liebt sieihn？   
Dasgefalltmir．   
Dasfindeichsch6n／gut．   
Ich m6chtelieber Tee als Kaffee．   
Amliebsten trinkeich Wasser．  
イ．時好  
ウ．選好  
29．比較  
ア．大きさ   
イ．重さ  
Iehbingr6L5eralsmein Vater．   
Dieser Kofferist sehwerer als diese   
Tasche．   
Die rote Hoseist teurer als die   
gelbe．   
Erist畠1ter aIs du．  
ウ．価格  
エ．年齢   
〔別表Ⅱ〕  
（ABC順に816個のドイツ語基本語彙表が提示されているが，省略。ちなみ  
に，論者が数えてみたところ，フランス語の別表基本語彙数は677個，スペイ  
ン語では812個，中国語では753個，日本語では844個，ロシアでは761個，アラ  
ブ語では969個であった）  
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Ⅲ．教育部告示1997－15号 中学校教育課程 生活外国語（翻訳）   
4．生活外国語   
－ドイツ語，フランス語，スペイン語，中国語，日本語，   
ロシア語，アラブ語－  
1．性格  
中学校「生活外国語」科目には，ドイツ語，フランス語，スペイン語，中国  
語，日本語， ロシア語，アラブ語の7科目がある。この7外国語は，全世界数  
十億の人々が母国語あるいは第2言語として使用しており，外国語としての実  
用的，教養的な価値が非常に高い。   
21世紀は国際イL 情報化社会であり，世界は一つの垣根の中で共存的な生を  
営まざるを待ない。このような社会のためには，外国語意思疎通能力を育てる  
仕事が何よりも先行きれなければならない。この意味で，中学校からの生活外  
国語教育開始は至極望ましいことと言える。   
学習者は初級水準の生活外国語を習い，当該外国語使用者と意思疎通し，併  
せて上級学校へ進学した後，その外国語を続けて学習する下地を準備する。   
学習者は「生活外国語」科目を通して外国に対する興味を抱きながら，外国  
人の日常生活とその生活様式に対する理解の帽を広げ，より肯定的，積極的生  
活態度を育て，世界の中の韓国人として遜色ない行動様式の基礎を築くことが  
できるようにする。  
2．目標  
日常生活に関する簡単な言葉と文を使用しながら，意思疎通できる基礎的な  
能力を育て，外国人の生活様式と思考方法を理解し得るような態度を育てる。  
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ア．日常生活に関する簡単な話しを聞いて理解する。  
イ．簡単な話題について口頭で意思疎通する。  
ウ．日常生活に関する簡単な語彙や文章を読んで，理解する。  
エ．平易な語彙や簡単な文章を書くことができる。  
59   
オ．当該外国語を使用している国民の日常生活文化に関する理解の幅を広  
げ，われわれの文化を新たに認識し，止しい価値観を持つ。   
カ．当該外国語で意思疎通しようという積極的態度を持つ。  
3．内容   
ア．内容体系  
域  
・意思疎通活動を開くこ  
通活動  に分けて，体系的な意，  
・バランスよく展開でき   
ドイツ語科，スペイン語  
・発音：自然な発話がで  
・文章：文帝学習に閲す  
・語彙：高等学校教育課  
・文法：意思疎通機能例：  
・意思疎通横能例文：中  
例文を提示  
材料  
フランス語科，日本語科  
‖  
内  容  
と，話すこと，読むこと，書くことの領域  
思疎通活動中心の学習内容を科目ごとに提示  
るように各領域別水準を選択して提示  
五科，中国語科，  ロシア語科，アラブ語科  
きるように発音に関する内容を科目別に提示  
する事項を提示（  ドイツ語科）  
課程の基本語彙のう  ち200単語前後を履修  
文の参考あ   るいは選択すべき文法項目を提示  
学校課程での履修を勧奨する意思疎通機能   
使  
課程での履修を勧奨する意思疎通機能例文  
を提示  
発音：自然な発話ができるように発音に関する内容を科目別に提示  
文帝：女章学習に関する事項を提示（日本語科）  
文法：意思疎通機能例文の参考あるいは選択すべき文法項目を提示  
文化：その外国語を使用する国民の日常生活から素材を選択  
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イ．領域別内容  
文化論無策18号  
〈ドイツ語〉  
ア．意思疎通機能   
（1）聞くこと   
（ア）昔の差異を区別する。   
（イ）簡単な単語を聞いて理解する。   
（ウ）簡単な質問や応答を理解する。   
（刃 簡単な対話の内容を理解する。   
（オ）挨拶，感謝，時間等に関する易しく簡単な話しを聞いて理解する。  
（2）話すこと   
（ア）正確な発音を読ませる。   
（イ）簡単な単語を聞き，反復して話す。   
（ウ）平易で簡単なドイツ語の歌をまねて歌う。  
回 簡単な動作を言葉で表現する。   
（オ）事物の状態を簡単に話す。  
（3）読むこと   
（ア）音と綴りの関係を理解し，読む。   
（イ）簡単な対話文を標準的な発音と抑揚で読む。   
（ウ）簡単な対話文を理解する。  
（4）書くこと   
（ア）ドイツ語の綴りを正書法に合わせて書く。   
（イ）簡単な単語や文章を書く。   
（ウ）簡単な質問や応答を文字で普く。  
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イ．言語材料   
（1）発音  
現代ドイツ語の標準発音を行う。  
（2）文字   
現代ドイツ語の標準正書法を行う。  
（3）語彙   
一般系高等学校教育課程の基本語彙のうち200語前後を使用する。  
（4）文法   
文法に関する内容を必要とする場合には，次に提示する意思疎通機能例   
文を参考にして，平易な文法項目だけを扱う。  
（5）意思疎通機能例文   
次の意思疎通機能例文を参考にする。  
〔意思疎通機能例文〕   
・次は，中学校教科課程での履修を勧奨する意思疎通機能例文である。ここに提示されて  
いない主題や場面や例文も必要に応じて使用することができる。  
・次に提示した意思疎通機能例文は，生活ドイツ語教育課程に必安な文帝の構造，文章の  
種類，その他文法に関する項目を参考にできるように捷示したものである。  
場面／主題   意思疎通目的   表現方式   
CutenTag！  
挨  拶  AufWiedcrsehen！  
TschtlS！   
ア．感謝  VielcnDank！／Dankesch6n！  
イ．謝罪  Entschuldigung．  
ウ．遺憾  Schade．  
感情，意思表現  Estutmirleid．  
エ．喜怒哀楽  Ichbinfroh／畠rgerlich／glGcklich／traurig．  
オ．立場表明  Ja／Nein．  
Richtig／Falsch．   
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ア．名前  WieheiLさtdu？  
3．人的項目  イ．年齢  Wiealtbistdu？  
ウ．国籍  Woherkommstdu？   
4．描  写   
ア．性格  Eristnett／frellndlich／fle沌ig…  
イ．外貌  SieistgroJさ／klein／htibsch／sch6n．”   
ア．安否  Wiegehtesdir？  
5．安否と健康  
Gut／Nichtgut．  
イ．体の状態  Ichbinm缶de／krank／gesund．  
ウ．痛み  IchhabeKopfschmerzen．   
ア．人間  Weristdas？  
イ．道／位置   WoistdieToilette？  
GehenSiegeradeaus  
1inks／rechts！  
ウ．時間  Wiesp益tistes？  
エ．天気  WieistdasWetterheute？  
6．問  い  
Esistsch6n／hei且warm．Esregnet．  
オ．価格  Was／Wievielkostetdas？  
DasJistbillig／teuer．  
カ．許可  Darfichreinkommen？  
キ．要請  Kannstdumirbittehelfen？  
（可能性）   
ア．好感  Ichhabesiegern．  
IchliebemeineEltern．  
イ．嗜好  Ichtrinkegern．．．  
7．選好度  Ich esse gern... 
ウ．趣味  HastdueinHdbby？  
WasistdeinHobby？  
IchspielegernFu鳥bal1…   
（3）文化  
（ア）日常生活の親しく，興味ある内容を素材とする。   
（∋ 個人生活に関すること   
（∋ 学校生活に関すること  
③ 趣味，娯楽，運動，旅行等に関すること  
④ ドイツ語圏の日常生活を理解するのに役立つこと   
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⑤ 韓国文化とドイツ語圏との文化の相違点を見ることができる内容  
（イ）内容構成については，次の項目に留意しなければならない。  
（∋ 意思疎通機能例文の表現方式が適切な脈絡の中で用いられるように  
する。   
② 学生の興味，必要，知的水準等を考慮して学習意欲を引き出せるよ  
うにする。   
③ 内容は，面白く，実用的なものとする。  
Ⅳ．高等学校での外国語履修者数  
さて，以上のように韓国の教育部が公示した教育課程は，それぞれ外国語を  
重視する方向を強く打ち出しているように見えるが，高等学校でのその現状は  
如何なものであるだろうか。   
韓国の高等学校への進学率は既に99パーセントに達しており，そこで大部分  
の生徒によって第2外国語が選択必修されているのならば，隣国のドイツ語教  
師としては非常に羨むべき状態とも言えるが，授業時間数あるいは入試科目と  
しての扱いなどの理由で，その効果はかなり限定的だとの批判も聞いたことが  
ある。また，一部の外国語高等学校を除く普通の一般系高等学校や実業系高等  
学校では英語以外に，ドイツ語，フランス語，日本語の中の一つ乃至二つの外  
国語科目しか設置されていない場合も多く，外国語科目の選択権は学生ではな  
く，学校当局にあるという現状への不満もよく耳にするところである。よって  
次に掲げる高等学校の第2外国語の学習者数と教員数の表も学習希望の動向を  
表す資料としては不十分であるが，しかし学習の動機はともかくとして，少な  
くとも高等学校で実施された第2外国語授業の学習者数と教育者数の推移は示  
していると言えるだろう。  
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表1 高等学校第2外国語の学習者数  
ドイツ語  フランス 語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  570，159  318，345  14，403  40，989  391，911  1，335，807  
1991                 実業系  34，506  22，813  1，257  17，219  483，202  558，997  
計   604，665  341，158  15，660  58，208  875，113  1，894，804  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  533，269  293，260  10，916  43，942  362，752  1，244，139  
1992                 実業系  36，808  24，173  1，274  20，140  487，467  569，862  
計  570，077  317，433  12，190  64，082  850，219  1，814，001  
ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  504，767  288，373  9，103  42，312  324，750  1，169，305  
1993                 実業系  39，414  28，363  1・263  19，140  481；487  569，667  
計   544，181  316，736  10，366  61，452  806，237  1，738，972  
ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人女系  484，－970  284，357  8，457  48，214  306，951  1，132，949  
1994                 実業系  41，395  27，662  1，331  20，907  477，49由  568，793  
計  526，365  312，019  9，788  69，121  784，449  1，701，742  
ドイツ語  フランス 語  スペイン語  中国語  日語   計   
人文系  493，349  292，174  10，142  57，645  310，583  1，163，893  
1995                 実業索  82，112  31，733  1，850－  22，157  505，089  642，941  
計  575，461、  323，907  11，992  79；802  815，672  1，806，834  
ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国畠  日本語   計   
人文系  481，007  292，076  12，883  67，690  305，295  1，158，951  
1由6                 実業系  41，266  26，809  1，929  17，748  、497，359  585，111  
計  522，273  318，885  14，812  85，438  802，654  1，744，062   
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ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  481，213  295，876  17，160  76，810  301，172  1，172，231  
1997                 実業系  105，831  27，353  2，321  16，457  489，092  641，054  
計  587，044  323，229  1凱481  93，267  790，264  1，813，285  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  447，822  269，648  17，290  78，384  301，076  1，114，220  
1998                 実業系  29，465  19，516   942 15，424  430，340  495，687  
計   477，287  289，164  18，232  93，808  731，416・  1，609，907  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  377，729  229，581  16，370  82，520  284，634  990，834  
1999                 実業系  19，695  13，283   572 12，856  341，021  387，427  
計   397，424  242，864  16，942  95，376  625，655  1，378，261   
資料：教育部；韓国教育開発院「教育統計年報」  
表2 高等学校第2外国語の教員数  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，090   647   23   58   697   乙515 
1989                 実業系   60   50   2   27   629   768  
計   1，150   697   25   85  1，326   3，283  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，232   773   25   96   744   2，870  
1990                 実業系   100   76   3   37   896  
計   1，332   849   28   133  1，424   3，766   
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ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，226   756   29   114   757   2，882  
1991                 実業系   115   94   4   46   711   970  
計   1，341   850   33   160  1，468   3，852
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，205   749   34   123   756   2，867  
1992                 実業系   146   100   5   45   786   1，082  
計   1，351   849   39   168  1，542   3，949
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，189   722   32   124   728   2，795  
1993                 実業系   153   109   5   47   820   1，134  
計   1，342   831   37   171  1，548   3，929  
ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，186   739   31   721   2，816  
1994  144   103   6   49   823   1，125  
計   1，330   842   37   188  1，544   3，941  
ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，173   733   35   162   710   2，813  
1995                 実業系   134   101   5   47   848   1，135  
計   1，307   834   40   209  1，558   3，948  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，161   714   42   185   709   2，811  
1996                 実業系   129   93   5   42   873   1，142  
計   1，290   807   47   227  1，582   3，953   
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ドイツ語  フランス 語 スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，159   728   51   216   745   2，899  
1997                 実業系   118   82   4   40   889   1，133  
計   1，277   810   55   256  1，634   4，032  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
人文系  1，165   718   50   23ケ   757   2，927  
1998                 実業系   116   82   6   46   875   1，125  
計   1，281   800   56   283  1，632   4，052  
ドイツ語  フランス語  スペイン語  中国語  日本語   計   
文系  1，150   692   57   267   794   2，960  
1999   107   69   2   38   856   1，072  
計   1，257   761   59   305  1，650   4，032   
資料：教育部；韓国教育開発院「教育統計年報」   
これらの表を一見してわかるように，やはり韓国でも教貞数については中国  
語が漸増し，・学習者数についてはドイツ語とフランス語が減り，中国語が増え  
ている。しかし，その変化の程度は，日本の大学における状況ほど大きくはな  
いように見える。中国と韓国が国交を樹立したのは，1992年8月24日である  
が，中韓貿易総額はその前年度あたりから激増し，人的交流もその後躍進して  
いることからすれば，元々中国語学習者がそう多くはな申ゝった分，もっと増え  
ても良さそうなものである。勿論前述のように，韓国の高等学校では学生の希  
望があっても入学した学校に科目が設置されていなければ，選択できないとい  
う現実があり，また，総じて学校の仕組みは社会の変化に即座に対応できるよ  
うにはなっていないということもあるだろう。しかし，そうした学校制度内部  
の問題だけではあるまい。韓国の国際関係のあり方にもこのような推移の原因  
が求められるのではなかろうか。そこで次に，韓国への国別外来客入国動向と  
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韓国からの国別出国動向を見てみよう。  
表3 韓国への国別外来客入国動向  
年  度  
入国者国籍   
日  本  638，941  791，011  893，596  1，124，149  1，379，523  1，460，291  1，455，090   
湾  99，622  94，799  110，373  124，185  156，530  2′11，052  281，349   
香  港  47，110  53，315  54，030  62，298  68，504  70，569  72，675   
ア メリ カ  239，423  284，571  326，330  347，281  317，133  325，388  315，828   
カ ナ ダ  16，964  19，901  21，616  24，488  24，885  25，443  23，179   
イ ギリ ス  21，414  23，481  24，606  33，276  34，423  36，054  35，848   
（西）ドイツ  18i579  20，944  ㌻23，117  30，561  31，321  31，274  35，314   
フ ラ ン ス  11，617  12，156  14，840  18，103  17，912  18，163  18，982   
豪  州  10，586  9，531  10，455  14，426  15，639  15，661  16，108   
年  度  1992  199  1994  1995  1996  1997   
入国者国籍  
日  本  1，398，604  1，492，069  1，644，097  1，667，203  1，526，559  1，676，434   
台  湾  295，986  145，344  137．463  】．30，147  114，729  104，144   
香  港  94，241  151，745  121，961  100，407  77，958  96，650   
アメリ カ   333，850  ’、325，366  110，919  358，872  399，300  424，258   
カ ナ ダ  24，317  26，225  13，473  34，475  42，120  46，948   
イ ギリ ス  36，284  35，923  40，999  46，923  5′1，373  58，568   
ド イ ツ．  33i375  34，750  41，399  46，635  48ilql  51，648   
フ ラ ン ス  19，663  18，936  20，576  22，295  24，651  26，673   
蒙   州  ・19；983  21，371  21，371  27，251  30，694  ，34，640   
中  国  199，604  
ロシア  157，401  
在外韓国人  302，366   
資料：韓国観光公社「韓国観光統計」  
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表4 韓国からの国別内国人出国動向  
年 度 出国地  1993  1994   
1995  】 19961997   
日   本  956，407  1，051，865  1，000，190  1，111，316  1，126，573   
香  港  169，288  203，035  226，098  
中  国  110，585   233，675  532，332  584，487   
128，413   
ア メリ カ  ■ 420，177  576，741  657，804  ：839，573  806，264；  カ ナ ダ  19 
，223  34．382  61，694  89，256  100，512   
イ ギリ ス  29．982  44，381  61，883  85，407  87，063   
ド イ ツ  33，269  44，895  53，414  62，221  66，218   
フ ラ ン ス  37，677  50，008  57，411  62，848  61，972   
豪   州  44，204  76，165  120，497  174，909  192，129   
ロ シ ア  30，429  30，428   
資料：韓国観光公社「■韓国観光統計」  
ドイツ，フランスとの人的交流は，増加しているとはいえ，高等学校での学  
習者数からすれば，それほど多いとは言えまい。また，中国への出国者数は増  
大しているが，それでも1997年の段階では日本へのそれに比べて，まだ半分に  
すぎない。入国者数に関しては，90年代以前にも香港，台湾からの入国者が一  
定程度いたが，それに1996年以降の中国本土からの来訪者を加えて中国語圏か  
らの来訪者数全体としてみても，まだ日本からのそれの四分の一である。   
日本語学習者数が韓国の実業系高等学校で特に多いのは，商工業あるいは観  
光業において需要があるからであろう。つまり，実務的な動機から外国語を選  
択する受け皿として韓国では中国語よりも日本語がある故に，伝統的教蕃語と  
してのドイツ語，フランス語から中国語へのシフトが日本の大学ほど劇的には  
進まなかったのではないかと思われる。  
1996年から実施されている第6次教育課程ではロシア語が外国語科日に入  
り，今回の第7次教育課程ではアラブ語が新たに加わるが，これらの外国語は  
日本人にとってと同様，韓国人にとっても決して学びやすい言語ではない。そ  
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れらに比べると中国語ははるかに親しみやすそうだが，韓国語使用者にとって  
の言語構造の親近性なら，何といっても日本語であろう。そのことも，中国語  
学習者数の増加度が抑制的である理由の一つなのかも知れない。  
付記：本稿は2000年度早稲田商学研究基金の助成を得て成立したものである。  
224   
